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4技能育成を支えるデジタル教材

ENRICH LEARNING I・II 
Power On I・II

見る：内容を理解
教科書内容に沿った動画を見ながら英文の読解とリスニ
ング。知らない単語はその場で確認。

学ぶ：単語を学習
わからなかった単語や重要単語で聞き取りタイピングと
4択クイズ。

話す：セリフを音読
動画を音読して，AI 音声認識を使って発音と流暢さの
チェック。　　　　　

●税込価格：1,650 円　
●�東京書籍�ENRICH�LEARNING�I・II およびPower�On�I・II の教科書をご採択いただいた学校様
にのみ販売いたします。
●ご購入いただいた学校様へ，後日購入者数分の生徒用 IDと管理者用 IDを発行いたします。
●オンライン英会話はオプションで別料金。

ご購入方法

令和 7 年度用高等学校

この資料は，令和6年度高等学校教科書の内容解説資料として，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。

総合版

英語教材 ご案内の

「見る」「学ぶ」「話す」をオンライン学習で。

● 供給本表紙

ENRICH LEARNING シリーズ ➡ p.2 

入門教材 ➡ p.18

All Aboard! シリーズ➡ p.8

Power On シリーズ➡ p.6

Listening Pilot ➡ p.20 コーパス ➡ p.28

NEW FAVORITE シリーズ➡ p.10

教科書準拠教材・生徒用デジタル教材

入門教材・標準教材
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■本文学習ノート 教科書本文の内容理解のための授業・復習用ノート

● �語彙の定着と本文の理解を徹底支援す
る学習ノートです。

● �教科書のListeningとReadingの本文
について，概要や文構造，語彙・表現
を確認します。

● �Reading�1には，行間に書き込みがで
きる本文のみのページも入っています。

　（Iのみ）

CI�703

■ WORKBOOK Advanced

● �大学入試レベルの練習問題で，教科書
の語彙や文法の確認・定着を図ります。

● �様々な形式のリスニング問題で，リス
ニング力・思考力を育成します。音声
はQRコードから聞くことができます。

● �各Unitの題材に関連した大学入試過去
問題を２題ずつ収録しています。

リスニング・リーディング・ライティングの更なる飛躍を目指す
最高レベルのワークブック

教科書内容の確認に加えて各技能の力を伸ばすワークブック■ WORKBOOK

● �基礎の確認から発展リーディングまで
カバーした標準レベルのワークブック
です。

● �QRコードから聞ける音声付き練習問題
でリスニング力とスピーキング力を向
上させます。

● �Optional�Readingで長文読解力を育成
します。

■本文学習ノート

税込定価：
770�円（本体700�円）
B5�判　200�ページ

税込定価：
700�円（本体636�円）
B5�判　144�ページ

■ WORKBOOK

税込定価：
770�円（本体700�円）
B5�判　108�ページ

税込定価：
700�円（本体636�円）
B5�判　88�ページ

■ WORKBOOK Advanced

税込定価：
770�円（本体700�円）
B5�判　88�ページ

税込定価：
770�円（本体700�円）
B5�判　120�ページ

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

ENRICH 
LEARNING
シリーズ

CI�703 CII�703
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CI�703

● �教科書本文を用いた実践的な問題演習
に取り組みます。

■ WORKBOOK
大学入試問題の演習を兼ねた実践的な準拠ワークブック

● �教科書の語彙や表現について，大
学入試レベルの練習問題で確認・
定着を図ります。

Unit 1     54     Unit 1

Unit 1 What thinking and study habits can help us 
succeed?

Vocabulary

次の語の定義に当てはまる適切な語を下の 内から選んで入れなさい。

1.  strange or unusual

2.   the ability to direct all your effort and attention on one thing

3.  the scientific study of the mind and how it influences behavior

4.  to succeed in dealing with a problem that has been preventing you from achieving

something

5. that can develop into something or be developed in the future

6.  the work of studying facts again in order to learn them

odd psychology overcome 

potential concentration revision

日本語の意味に合うように，空所に適切な語を入れなさい。語の最初の文字が与えられている場
合もあります。

1.  その選手は度重なる失敗で自信を揺さぶられ，その競技にストレスを感じた。

The athleteʼs 　 was shaken by the repeated , and she felt 

f　 in the sport.

2.  技術が急速に進歩する中，日常会話で「人工知能」という語句を耳にする機会がますます増えてき
ている。

With technology advancing 　, itʼs becoming increasingly common to hear the

“artificial intelligence” in everyday conversations.

3.  ストレッチをすることは筋肉を温めるのに効果があるため，どのような運動習慣でも重要な要素
だ。

 is an important part of any exercise routine because it helps to warm up 

the .

4.  そのスケーターは優勝は逃したが，審査員は彼の卓越した技術を称賛した。

The skater was  to win the championship, but the judges 

him for his exceptional skill.

5.  外国に旅行すると，観光客が文化の違いや言葉の壁にぶつかることはよくある。

When traveling to a foreign country, tourists t　 e  cultural 

differences and language barriers.

A

B

（　　）内の語の品詞や形を適切に変えて空所に補い，意味の通る英文にしなさい。

1. I make 　 visits to all the shops which stock my products.　（period）

2. The success or 　 of the project depends on all of us.　（fail）

3. Whatʼs the 　 of the water at this point?　（deep）

4.  We tried to carry out the experiment in a 　 way.　（system）

5. I asked him to these pants.　（long）

次の単語について，最も強く読む箇所を〇で囲みなさい。

1. lit-er-a-ture 2.  pre-vi-ous-ly 3. ac-a-dem-i-cal-ly 4.  psy-chol-o-gy

下線部の発音が他の 3つとは異なるものを 1つ選びなさい。

1.  ① overwhelm ② reptile ③ species ④ refresh （　　　）

2. ① allow ② counsellor ③ overcome ④ encounter （　　　）

日本語の意味に合うように，空所に適切な語を入れなさい。

1. あなたの言うことは心に留めておきます。

Iʼll 　 what you say .

2. この文章は意味をなさない。

This sentence doesnʼt .

3. この通りは南アフリカの有名な指導者，ネルソン・マンデラにちなんで名づけられた。

This street was  the famous South African leader, Nelson 

Mandela.

4. 将来は，昇給は生産性に関係するようになるだろう。

In the future, pay increases will be  productivity.

5. その音楽は楽しくてやる気が出るし，演技も同様だ。

The music is fun and inspiring, and

 the acting.

6. 緊急の場合にのみ，情報は家族に連絡するために使用します。

The information is used only in the  emergency in order to 

contact your family.

7. この出来事について誰にも知られないようにすること。

 that no one finds out about this event.

C

D

E

F

● �題材に関連した大学入試過去問題を各
Unitに２題ずつ（長文9題，英作文7
題）収録。さらに，追加でチャレンジ
できる頻出テーマの入試問題を巻末に
６題（長文3題，英作文3題）収録して
います。

■解答編（別冊）

● �和訳問題の文構造解説や，各種問題解
答のポイント，自由英作文の別解など，
解答編の内容も充実しています。

解答編　Unit 1     32     Unit 1　解答編

Unit 1

Vocabulary 本冊pp. 4–5

1.  odd　　2.  concentration　　3.  psychology　　
4.  overcome　　5.  potential　　6.  revision

解説
1. 「奇妙なまたは普通でない」＝odd「奇妙な」
2. 「すべての努力と注意を1つのことに向ける能力」＝

concentration「集中（力）」
3. 「心とその行動への影響に関する科学的な研究」＝

psychology「心理学」
4. 「何かを達成することを妨げていた問題に対処すること
に成功すること」＝overcome「…を克服する」

5. 「将来，何かに発展したり，発展させたりする可能性が
ある」＝potential「潜在的な」

6. 「事実を学ぶために，もう一度勉強すること」＝
revision「復習」

1.  confidence, failures, frustrated

2.  rapidly, phrase　　3.  Stretching, muscle(s)
4.  unable, praised　　5.  typically, encounter

解説
1. 「選手は度重なる失敗で自信を揺さぶられ」⇒「選手
の自信は度重なる失敗により揺さぶられた」と読み
とり，confidence「自信」を補う。「度重なる失敗」は
repeated failures。feltのあとの空所には〈feel＋形容
詞〉の形で用いられる frustrated「ストレスがたまっ
た」が当てはまる。

2. 「技術が急速に進歩する中」はwithを用いた付帯状況
の分詞構文で表されているので，advancingのあとに
副詞rapidly「速く」を補う。「『人工知能』という語句」
は同格を用いてthe phrase “artificial intelligence”と
する。

3. 「ストレッチをすること」はstretch「…を伸ばす」の動
名詞。〈help＋(to) do〉で「…するのを助ける」を表す。
本問では，複数の筋肉を伸ばすと考えてmusclesとす
るのが自然。

4. 「優勝を逃した」⇒「優勝することができなかった」と
考えて，be unable to do「…することができない」を
使う。「〔…〕のことで（人）を賞賛する」は〈praise＋
（人）＋ for ...〉で表す。

5. 「…することはよくある」⇒「たいていは…する」と
とらえて，typically「たいていは」という副詞を補う。
encounter「…に遭遇する」。

1.  periodic　　2.  failure　　3.  depth

4.  systematic　　5.  lengthen

解説
1. 「私は自分の商品を置いているすべての店を定期的に
訪問している」　名詞period「期間」⇒形容詞periodic
「定期的な」

2. 「そのプロジェクトの成否は私たち全員にかかってい
る」　動詞 fail「失敗する」⇒名詞 failure「失敗」

3. 「この地点での水深はいくつですか」　形容詞deep「深
い」⇒名詞depth「深さ」

4. 「私たちはその実験を系統立った方法で実施した」　名
詞system「体系，系統」⇒形容詞systematic「系統立っ
た」

5. 「私は彼に，そのズボンの丈を伸ばしてもらうよう頼ん
だ」　形容詞 long「長い」⇒動詞 lengthen「…を伸ば
す」

1.  lit-er-a-ture　　2.  pre-vi-ous-ly

3.  ac-a-dem-i-cal-ly　　4.  psy-chol-o-gy

1.  ③　　2.  ③

解説
1. ③は[]。他は[]。
2. ③は[]。他は[]。

1.  keep, in mind　　2.  make sense

3.  named after　　4.  related to

5.  the same is true of　　6.  case of

7.  Make sure

解説
1. keep ... in mind「…を心に留めておく」
2. make sense「意味をなす」「筋が通る」
3. name ... after ～「…に～の名を取って名前を付ける」　
ここでは「…が名付けられた」と受け身の文なので… 
be named after ～の形にする。

4. relate ... to ～「…を～と関連させる」　受け身の文。
5. the same is true of ...「同じことが…にも当てはまる」
6. in the case of ...「…の場合」
7. make sure ...「…を確かめる」　ここでは，〈make 

sure＋that節〉で「…であることを確実にする」を表
す命令文になっている。

A

B

C

D

E

F

What thinking and study habits can help us succeed?
Grammar and Expressions 本冊pp. 6-7

1.  私たちの多くは，例えば何年も前のスポーツの試
合のスコアといった日常の些細な情報は簡単に思
い出せるのに，大切な試験やレポートに必要な内
容は思い出せない，という経験をしたことがある。

2.  情報を覚えようとする努力こそが，情報を記憶に
より定着させるのに役立つようである。

3.  私たちは新しい情報をすぐに忘れ始めるため，1

回目の復習は，努力して覚える必要があると思う
ことを学んだ直後に行うのがよい。

4.  でも，いったんその興奮が消えると，何もかもが
それほど前向きと思えない，実家の食事が恋しく
なる，頭を抱えて明日の締め切りにどう間に合わ
せるかあれこれ考える，あるいは与えられた課題
が理解できなくてイライラしている状態で机に向
かうなどの時期がやってくるだろう。

5.  自分はそれほど高いレベルで勉強するほど賢くな
い，あるいは自分には難しすぎる科目を選んでし
まったと感じるのである。

解説
1. (S)Many of us (V)have had the experience of <being 

able to easily recall (A)trivial everyday information̶
like the score of a sports game from many years ago̶
but not (B)the facts [we need for an important exam 
or report]>.

 文の構造はSVOで，O（the experience）の内容をofに
続く動名詞句で説明。to easily recallでは，to不定詞
のtoと動詞の原形の間に副詞が置かれている。recall
の目的語は2つで，A but not Bの形。Aは挿入句で補
足されている。Bは factsの後に目的格の関係代名詞
that［which］が省略されている。

ポイント  butがつなぐものを見抜いて，その前と後とで
対立する要素を見つけよう。

2. It seems that (S)the effort of trying to remember 
the information (V)is [what helps it stick in our 
memories better].

 It seems that …の文で，文全体を「…のようだ」と訳
す。that節内はSVCの構造で，Cは関係代名詞what
が導く節。このwhatはhelpsの主語で「…すること」。
itはthe informationを指す。stick in one’s memory
「…の記憶に定着する」

ポイント  that節内の文構造を見抜く。
3. (S)We (V)start <forgetting new information very 

quickly>, so (S)our first review (V)should happen 
very soon (after learning something that we 
think we need to try hard to remember).

 等位接続詞soでつなげた重文。前置詞afterの後は
動名詞句 learning somethingが続いている。その
somethingの説明を関係代名詞that以下がしている。
we thinkをいったん外したsomething that we need 
to try hard to remember「努力して覚える必要がある
こと」として捉え，あとからwe think「…と思う」を挿
入して考えるとよい。実際は挿入ではなく，この用法
の関係詞節を「連鎖関係詞節」と呼ぶ。

ポイント  関係詞節内に thinkなどの that節を目的語にと
る動詞が含まれている場合はいったん外して考
えよう。

4. But once the excitement has worn off, (S)there 

(V)will be times (A)when all does not seem so 
positive, (B)when you miss home cooking, (C)when 
you put your head in your hands and wonder how 
to meet that deadline tomorrow, or (D)sit at your 
desk frustrated and unable to understand the 
work you have been set.

 従属節once SV「いったん…すると」のあるthere is
［are］…の文。timesを後ろから説明する節が4つ（A
～D）あるが，Dではwhen youが省略されている。〈sit
＋C〉は「（状態）で座っている」を表し，ここではCは
frustratedとunableが並列。

ポイント  並列する要素を正しく捉えて訳す。
5. (S)They (V)feel (A)they are not clever enough to be 

studying at such a high level, or (B)that they have 
chosen a subject which is too difficult for them.

 〈S＋V＋that節〉の文で，2つのthat節が等位接続
詞orでつながった構造。Aではthatが省略されている。
〈形容詞＋enough＋to do〉「…するのに足りるだけ～」
の前にnotを置いた否定の形。

ポイント  orのあとの thatに着目して文の構造を捉えよ
う（⇒文法コラム）。

1.  When you become a teacher, you will find 
that teaching others what you know helps 

you understand about it more.

2.  The coach believes that whether you win a 

game or not doesn’t really matter, but that 

looking back on your loss does.

3.  The room is not clean enough to welcome 

guests even after being tidied up for hours.

解説
1. that節内は，無生物主語で〈help＋O＋原形不定詞〉
の形。主語は動名詞句で，〈teach＋人＋もの〉の形に
なることに注意。〈もの〉は関係代名詞whatが導く節。

2. believeの目的語となるthat節が等位接続詞butでつ
ながっている構造。「試合の勝ち負け」は「試合に勝つ

A

B

税込定価：850円（本体773円）
B5判　112ページ

掲載問題例：
● �Unit の語彙・表現の確認問題
● �本文の重要英文の和訳問題
● �本文の重要英文に関連した
　語句整序問題や部分英作文

掲載問題例：
● �国公立大学の二次試験などで頻出
の読解記述問題

● 大学入学共通テストや私立大学の
入試などで頻出の読解選択式問題

8     Unit 1 Unit 1     9

Comprehension Reading 1

次の英文を読んで，問いに答えなさい。

How do our memories work?

The question of how we remember and why we forget is a fascinating one. Many of us have 

had the experience of (1)being able to easily recall trivial everyday information—like the score 

of a sports game from many years ago—but not the facts we need for an important exam or 

report. There is now a body of research into how the brain learns and remembers, and it has 

practical implications for all of us.

One reason why the sports result sticks is because we were actively paying attention to, and 

interested in, the result. In the case of academic study, paying attention requires more than 

just listening and reading. It means trying to relate the new information to things we 

already know. (2)For example, if you learn that turtles are a kind of reptile, you can link this 

to facts you know about other reptile species, like crocodiles and snakes. Doing this allows 

you to predict that turtles will also be cold-blooded, which they are.

However, even if we do pay attention to and think about new information, we can still 

quickly forget it. In fact, after just a few days, we will typically forget up to 70% of any new 

material we study. This phenomenon is shown on the Ebbinghaus forgetting curve, named 

after the German scientist who first described it in 1885.

Fortunately, (3)we can fight against the forgetting curve. Quizzing ourselves on recently 

learned information is a well-researched technique for moving information from short-term 

to long-term memory. Because it requires a lot of mental effort to recall previously learned 

facts and figures from our memories, many people prefer re-reading notes over self-quizzing. 

Re-reading notes feels like itʼs helpful. However, the evidence from a variety of research 

studies is that self-quizzing helps you remember more. It seems that the effort of trying to 

remember the information is what helps it stick in our memories better.

There are a number of techniques you can use for self-quizzing. You can simply close your 

book and ask yourself, “What do I remember about this topic?” If asking yourself questions 

feels odd, you could hand your study notes to a friend or family member and get them to ask 

you questions. Explaining what you have learned to someone else also helps you notice what 

you yourself understand or are not yet sure about.

We also need to think about (　4　) to review. We start forgetting new information very 

quickly, so our first review should happen very soon after learning something that we think 

we need to try hard to remember. Following that, a further review after a week, and then a 

month will help move the information into long-term memory.

Sometimes, however hard we try, we find that things we want to remember just donʼt seem to 

stick. This is (　5　) memory cues can help. One well-known example of a memory cue is the 

mnemonic, a tool that helps you remember complex information by linking it to something 

more memorable: such as a pattern of letters, a phrase or even a short song.

1

2

3

4

5

6

7

8

問1 下線 (1)について，本文に登場する具体例と，その理由を日本語で答えなさい。

 具体例： 

 理由： 

問2 下線 (2)について，他の例として考えられるものを1つ挙げて日本語で説明しなさい。

  

問3 第3段落で述べられていることを 20字以内の日本語で説明しなさい。また，その主張を補強す
るために使われているものは何か答えなさい。

 述べられていること： 

 補強するもの： 

問4 下線 (3)について，その具体例を2つ挙げなさい。また，そのどちらがより有力か，理由を含
めて日本語で説明しなさい。

 具体例①： 

 具体例②： 

 どちらが有効か，その理由：

  

問5 空所 (4)と (5)に入る適切な語を以下の中から選び，記号で答えなさい。選択肢は1回ずつしか
選べません。

 (a) how (b) what (c) when (d) where (4)：(　　　)　(5)：(　　　)

問6 本文の内容と合致するものを２つ選び，記号で答えなさい。

 (a) We have some ways to prevent new information from being forgotten.

 (b) It is not very important to think about the timing to review what you have learned.

 (c) It often occurs to us that new information doesnʼt remain in our memories.

 (d) In order to make good use of mnemonics, it should be complicated. (　　　)　(　　　)
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入試にチャレンジ

つぎの英文を読んで，問 1～間10の答えとして最も適切なものを a～dからそれぞれ一つ選び，
その記号を解答欄にマークしなさい。

Becoming a memory champion might be easier than you think. The techniques that 

memory champions use to memorize hundreds of words or numbers in just minutes can be 

learned by anyone, a study suggests. After just six weeks of training, participants were able 

to more than double their performance in a memory test, and brain scans showed their 

brains were functioning more like those of competitive memorizers.

Memory athletes compete to memorize huge strings of information, such as packs of 

playing cards or very long numbers. To investigate what enables them to do it, Martin 

Dresler at Radboud University Medical Centre in the Netherlands recruited 23 of the worldʼs 

top 50 memory athletes. He was helped by another researcher, Boris Konrad, who has also 

competed in was memory championships himself. All the athletes had their brains scanned 

to look for features that might be different from the general population. To Dreslerʼs surprise, 

there seemed to be nothing special about their brain structure: no particular areas or 

connections that looked larger or different. However, brain scans revealed that the patterns 

of activity in brain areas related to memory and visuo-spatial processing (using your hands 

and eyes together to do something like drawing a picture) looked different when they werenʼt 
performing any particular task.

The strategy almost all top memorizers rely on is the “method of loci,” which involves 

imagining a route that they know well, such as moving around their home or travelling to 

work, and connecting the information to be learned with landmarks along that route. They 

can then remember the information later on by making the same journey in their mind and 

seeing the objects connected to each landmark again. “Without a single exception, all the 

memory athletes told us they werenʼt born as champions, but they learned about these 

memory strategies, and only with these strategies can they perform at a high level,” says 

Dresler.

In a second study by Dresler, he recruited 51 volunteers who had never previously tried to 

improve their memories, to see whether they could now do so using the same methods as the 

champions. The volunteers were split into three groups. One group was instructed to practice 

the method of loci for 30 minutes a day for six weeks. The members of the second group were 

told to practice holding information in their heads for short periods without being given a 

particular strategy to help them. The third group did no training at all.

At the start of the study, the volunteers could remember 26 to 30 words on average from a 

list of 72. After six weeks, those who trained using the method of loci could typically 

remember a further 35 words. The other groups showed far smaller improvements: 11 extra 

words for the uncoached memory group and nine for the group that did no training. Brain 

scans also revealed that the brain activity of the method-of-loci volunteers became closer to 

that of the champions. And the more their brain activity resembled the championsʼ, the 

bigger their gain in performance was. When tested again four months later, the method-of-

A

loci group still performed far better than the other groups. “From this we learn that the most 

important method the worldʼs best memorizers use and base all their performance on can be 

learned by almost anyone,” says Dresler. “And by learning it, their brains are changed in the 

direction of those of the worldʼs best memorizers.”
Henry Roediger of Washington University in St Louis, Missouri, says the results are 

impressive. But he says they may question the ability of cell phone apps marketed for being 

able to improve memory. “Most commercial brain-training programs do not use method-of-

loci training,” he says. And even training using the method of loci may not improve your 

ability to function in everyday life, Roediger adds. “I have spoken to many memory 

competitors who can remember huge amounts of information and. yet they say they can be 

quite forgetful in daily life, like the rest of us,” he says. “They are not generally using their 

techniques as they walk around the world any more than you or I are.”
Adapted from Sam Wong, “How to train your brain to be like a memory championʼs.” New Scientist, March 8, 2017

問1 What is a memory champion?

 a. Someone who easily thinks about remembering numbers

 b. A person who doubles their performance in memory tests 

 c. Someone who uses special ways to memorize different things

 d. A person who spends six weeks competing to remember numbers

問2 Why did Dresler and Konrad undertake their study?

 a. To compare the special features in memory championsʼ brains to athletes

 b. To see why memory athletes are able to remember things so well

 c. To examine how normal people could perform better in competitions

 d. To enable people to perform as well as the worldʼs top 50 memory athletes.

問3 Which statement best describes the “method of loci”?

 a.  Walking on a route that you know well while connecting the things you see with things 

that you want to remember

 b.  Connecting information about a route that you want to remember with landmarks that 

you see every day walking to work

 c.  Walking a route again after you imagine walking it in your mind while connecting 

landmarks you see with objects

 d.  Connecting things you want to remember with places on a route that you know and 

then imagining walking that route again

問4 Which statement is TRUE about the findings in Dresler’s second study?

 a. Memory improvements were related to brains becoming more like memory championsʼ.

 b. Using the method of loci helped the participants remember only 35 of the words.
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 c. The memory of participants always got worse if they did not use a special technique.

 d. Practicing the method of loci helped all of the 51 volunteers improve their memory.

問5 What can we conclude about human memory from Dresler’s second study?

 a. Doing 30 minutes of any memory training each day is best to improve memory.

 b. The method of loci can influence memory performance even after several months.

 c. It will take about six weeks to learn 72 new words with the method of loci.

 d. Training every day for four months will improve our long-term memory.

問6 What was one SIMILARITY between Dresler’s first and second studies?

 a. Both studies asked participants to remember lots of words.

 b. The same number of groups were used in both studies.

 c. Both studies looked at the brain activity of participants.

 d. Memory athletes undertook memory tasks in both studies.

問7 What did Henry Roediger say about memory skills?

 a.  Using cell phone apps can help us remember certain things, but not everything we 

need to in our daily lives.

 b.  Memory champions donʼt use the method of loci as they walk around because it makes 

us question cell phone apps.

 c.  Many brain training programs donʼt use the method of loci because it cannot help with 

our daily lives.

 d.  The method of loci appears to be very effective, but can only help with specific memory 

tasks.

問8 Which statement best summarizes ALL the research in the passage?

 a.  You can change your brain activity and improve your memory if you use some special 

techniques.

 b.  Studies about memory show that memory championsʼ brain structure is different from 

other peopleʼs.

 c.  Memory champions have a natural gift to learn difficult things which most people 

cannot train to do.

 d.  The method of loci may be the best way to remember everything you need to function 

every day.
（法政大学　2023年）

According to a government report, many university students spend on average five hours 

per week for out-of-class studies including preparation and review of the class and 

assignments. Why do you think they do not spend more than five? Within 200 English 

words, give one possible reason you can think of and explain how the study time outside 

class might be increased.

Figure 1  Out-of-class study hours per week for preparation, review, and asssignments

0 hours

1−5 hours

6−10 hours

11−15 hours

16−20 hours

21−30 hours

More than 30 hours

(Average 5 hours)

58%

18%

9%

7%

4%
2% 2%

（出典：文部科学省．『全国学生調査』．2020） （愛知教育大学　2022年）

B

解答欄

解答欄

問1 問2 問3 問4

問5 問6 問7 問8
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Grammar and Expressions

次の英語を日本語にしなさい。

1. Many of us have had the experience of being able to easily recall trivial everyday 

information—like the score of a sports game from many years ago—but not the facts we 

need for an important exam or report.［教科書p.12，l.2］

  

  

  

2. It seems that the effort of trying to remember the information is what helps it stick in our 

memories better.［教科書p.12，l.21］

  

  

3. We start forgetting new information very quickly, so our first review should happen very 

soon after learning something that we think we need to try hard to remember.［教科書
p.13，l.5］

  

  

  

4. But once the excitement has worn off, there will be times when all does not seem so 

positive, when you miss home cooking, when you put your head in your hands and 

wonder how to meet that deadline tomorrow, or sit at your desk frustrated and unable to 

understand the work you have been set.［教科書p.18，l.3］

  

  

  

5. They feel they are not clever enough to be studying at such a high level, or that they have 

chosen a subject which is too difficult for them.［教科書p.19，l.17］

  

  

A

ヒント  1.  ①ダッシュ（―）で挟まれた部分は挿入句。② recallの目的語は何か。2.  that節内の主語，述語は何か。3.  we 

thinkの働きに注目。4.  timesを説明する節を正しくとらえる。5.  下線部の thatの働きを意識する（⇒文法コラム）。

日本語の意味に合うように（　　）内の語句を並べ替えて，全文を書きなさい。

1. あなたが先生になれば，知っていることを他人に教えることが，自分のより深い理解への助けに
なることに気づくでしょう。

 When you become a teacher, you will find that ( helps you / teaching others / understand 

about / what / you know ) it more.

  

2. その監督は，試合の勝ち負けはそれほど重要ではないが，自分の敗北を振り返ることは重要だと
考えている。

 The coach believes that ( looking back / or not / doesnʼt really matter, / whether you / but 

that / win a game ) on your loss does.

  

3. その部屋は何時間も片付けられていたが，客を迎えられるほどきれいではない。
 The room ( being / clean / enough / even after / is not / tidied up / to welcome guests ) for 

hours.

  

与えられた語句を使って，次の日本語を英語にしなさい。必要であれば適切な形に変えなさい。

1. ソーシャルメディアで進捗状況を共有すると，目標達成に役立つだろう。 
( share / your progress / achieve )

  

2. この校舎はもう地震に耐えられるだけの強度はない。( no longer / strong / withstand )

  

B

C

「その thatはなに？」

下の (a)と (b)の文を比較してみよう。
(a) I think (that) Daniel is from Mexico, and that he speaks good Japanese.

(b) I think (that) Daniel is from Mexico, and he speaks good Japanese.

I thinkのあとの thatは名詞節を導き，省略可能だ。(a)の後半にある下線 thatは，それ以下の部分も名詞節であること
を示し，これは通常省略することができない。「ダニエルがメキシコ出身であること」と「彼が日本語を上手に話すこと」
の両方を私が考えているということを意味する。それに対して (b)は，... Mexicoで一度文が終わり，そのあとに andが
別の文he speaks good Japaneseを導いている。
訳はそれぞれ以下のようになる。that 1つで文の構造，意味が異なってくるので，注意して英文を読もう。
　(a) 私は，ダニエルがメキシコ出身で，日本語を上手に話すと思う。
　(b) 私は，ダニエルがメキシコ出身だと思っており，そして彼は日本語を上手に話す。

文法コラム

丁寧な解説で学習をサポート（B5 寸短判　96 ページ）

ENRICH 
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シリーズ
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■スタディノート

税込定価：650�円（本体591�円）
B5�判　88ページ

税込定価：670�円（本体609�円）
B5�判　96ページ

■ WORKBOOK

税込定価：
800�円（本体727�円）
B5�判　112ページ�

税込定価：
650�円（本体591�円）
B5�判　112ページ

■スタディノート

● �授業用ノートとして，本文の
行間に書き込みが可能です。

● �パートごとに教科書の本文，
新語，文法，内容把握の基本
的な問題を掲載しています。

● �各LessonのReviewで，語彙，
文法，重要表現が確認できま
す。

● �QRコードから新出語句・本文
の音声が確認できます。

●学習者用SDGsシール付き。

基本をおさえるのに最適な予習・授業用ノート

■ WORKBOOK 教科書本文と文法を定着させるワークブック

● �各Partの教科書本文，新出語句，
構文，内容把握を見開きで学習
できます。

● �各PartのExercisesで，語彙，
重要表現，文法の確認ができ
ます。

● �各Lesson末のまとめの問題
で，応用問題に取り組めます。

● �QRコードから新出語句・本文
の音声が確認できます。

●学習者用SDGsシール付き。

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

税込定価：
670�円（本体609�円）
B5�判　128ページ

Power On
シリーズ

CI�702 CII�702 CIII�702
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■ BRIDGE WORKBOOK

税込定価：530円（本体482円）
B5判　96ページ

■ WORKBOOK

税込定価：
660円（本体600円）
B5判　112ページ

税込定価：
630円（本体573円）
B5判　100ページ

■ BRIDGE WORKBOOK

● �中学校までの文法事項を基礎
から丁寧に復習できます。

● �イラストを活用して，わかり
やすく文法事項を解説してい
ます。

● �見やすい２色刷です。
● �学習用SDGsシール付き。

文法の復習に特化したブリッジワークブック

■ WORKBOOK 予習・復習および授業用ノートとして使えるワークブック

● �本文のページごとの新出単語，
内容理解，文法事項を確認で
きます。

● �レッスンごとに総復習用ペー
ジを用意しました。

● �QRコードから新出語句・本文
の音声が確認できます。

● �学習用SDGsシール付き。

「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

税込定価：
800円（本体727円）
B5判　120ページ

All Aboard!
シリーズ

CI�701 CII�701

● 供給本表紙

CIII�701
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■ WORKBOOK ■ WORKBOOK

■ English Grammar ■ English Grammar 高校英文法を体系的かつコンパクトに学習

● �各LessonにModel文の３段階
のディクテーションを用意し，
リスニング力を強化します。

● �各Lesson末の表現活動Make�
Your�Ownに，活動をサポー
トするガイドやヒントを付加
しています。

● �〔I〕巻頭の「英語で表現するに
は」で,�英文法を「表現する観
点」から復習し,�中高をスムー
ズに接続します。

● �〔II〕教科書の「使える機能別表
現一覧」に対応したチェック問
題を掲載しています。

● �〔III〕Materials�for�Thinking
の活動用ページを掲載してい
ます。

● �表現活動中心の教科書の学習
内容を補う，文法学習のため
のワークブックです。

● �各Lessonは「文法解説→基本
問題→標準問題→応用問題」の
構成で，文法力を強化します。

● �〔I〕巻末の「伝わる英文法」で
は,��文法知識を発信に生かす
ためのコツを学習します。

● ��〔II〕巻末に教科書の「使える機
能別表現一覧」に対応した練習
問題を掲載しています。

教科書内容とコミュニケーション活動を効果的にサポート

税込定価：
700円（本体636円）
B5判　136ページ

税込定価：
740円（本体673円）
B5判　176ページ

税込定価：740円（本体673円）
B5�判　128ページ

税込定価：700円（本体636円）
B5判　160ページ

税込定価：
800円（本体727円）
B5判　96ページ

NEW FAVORITE
シリーズ

論I�701 論II�701 論III�701
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学習者用デジタルブック +
デジタルワークブックのご案内

クラウド
配信方式

1312
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再生方法 コンテンツ

本文 
表示 機能等Len-

trance�
※

ダウン�
ロード その他

本文
新出
単語

重要
表現ノーマル フレーズ ハイ�

スピード
通し
読み

クラウド配信 ● ● ● ● ● ● ● あり ・再生バー表示あり�
　（巻戻し・早送り・頭出し）

ダウンロード ● 
（mp3） ● ● ● ● ● ● なし

学習者用
デジタルブック ● ● ● ● ● ● ● あり

・スラッシュ機能�
・マスク機能�
・フラッシュカード機能

QRコンテンツ QRコンテン
ツサイト ● ● ● あり

・再生バーなし�
　�（冒頭または途中で止めた箇所
　�からの再生のみ）

※�Lentranceのご利用にはwi-fiなどの通信環境が必要です。 ※�Lentranceのご利用にはwi-fiなどの通信環境が必要です。

■ All Aboard! English Communication I・II・III  各価格（税込）1,000円
再生方法 コンテンツ

本文 
表示 機能等Len-

trance�
※

ダウン�
ロード その他

本文
新出
単語

新出
表現ノーマル フレーズ センテンス ハイ�

スピード
通し
読み

クラウド配信 ● ● ● ● ● ● あり ・再生バー表示あり�
　�（巻戻し・早送り・頭出し）

ダウンロード ● 
（mp3） ● ● ● ● ● なし

学習者用
デジタルブック ● ● ● ● ● ● ● あり

・スラッシュ機能�
・マスク機能�
・フラッシュカード機能

QRコンテンツ QRコンテ
ンツサイト ● ● ● あり

・再生バーなし�
　�（冒頭または途中で止めた箇所
　からの再生のみ）

※�Lentranceのご利用にはwi-fiなどの通信環境が必要です。

❶ �「レントランススト
ア」から，教科書
名等で，商品を検
索，購入します。

❷  商品を購入すると
レントランスの
「本棚」に商品が
登録されます。

❸  商品をタップする
と，メニュー画面
が現れます。

❹  再生ボタンを
タップすると音
声が流れます。

■ 学校からのお申込みで購入。
■レントランスストアで購入。

ご利用方法ご購入方法

❶ ❷ ❸ ❹

「レントランスストア」はこちら!
https://www.lentrance.com/store/

ストリーミングで使うことも，
データをダウンロードして使うことも可能！

購入方法は２通り！

■ ENRICH LEARNING ENGLISH COMMUNICATION I・II・III
再生方法 コンテンツ

本文 
表示 機能等Len-

trance�
※

ダウン�
ロード その他

Listening�1 Reading�1 Listening�2 Reading�2 OR/AR/RE
※ 新出単語�

＆�
新出フレーズ

Phrase�
Practice

Unit�Activity
モデル音声 発音記号

ノーマル オーセン
ティック ノーマル フレーズ センテンス ハイ�

スピード 通し読み ノーマル オーセン
ティック ノーマル フレーズ センテンス ハイ�

スピード ノーマル

クラウド配信 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
（I・IIのみ） ● ● ● あり ・再生バー表示あり�

　（巻戻し・早送り・頭出し）

ダウンロード ● 
（mp3） ● ● ● ● ● ● ● ●

（I・IIのみ） ● ● ● なし

学習者用
デジタルブック ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（I・IIのみ）
●

（I・IIのみ） ● ● ● ●
ＱRコンテンツ
へのリンクから
視聴

ＱRコンテンツ
へのリンクから
視聴

あり

・スラッシュ機能�
・マスク機能�
・フラッシュカード機能�
・リスニングスクリプト表示

QRコンテンツ QRコンテ
ンツサイト ● ● 新出単語のみ

収録
モデル動画を視
聴可能 ● あり

・再生バーなし�
　（冒頭または途中で止めた�
　箇所からの再生のみ）

※�Lentranceのご利用にはwi-fiなどの通信環境が必要です。

■ Power On English Communication I・II・III  各価格（税込）1,000円 ■NEW FAVORITE English Logic and Expression I・II・III  各価格（税込）1,000円

各価格（税込）1,000円

再生方法 コンテンツ
本文 
表示 機能等Len-

trance�
※

ダウン�
ロード その他

本文 重要
フレーズ

Expand�
Your�
English

Materials�
for�

Thinkingノーマル センテンス ロールプレイ

クラウド配信 ● ● ●
（「やり取り」の
レッスンのみ）

● ●
（Ⅰのみ）

●
（IIIのみ）

あり ・再生バー表示あり�
　（巻戻し・早送り・頭出し）

ダウンロード ● 
（mp3） ● ●

（「やり取り」の
レッスンのみ）

● ●
（Ⅰのみ）

●
（IIIのみ）

なし

学習者用
デジタルブック（I・IIのみ） ● ● ● ●

（動画形式で「やり取り」
のレッスンのみ）

● ●
（Ⅰのみ）

あり ・スラッシュ機能

QRコンテンツ QRコンテ
ンツサイト ● ● あり

・再生バーなし
　�（冒頭または途中で止めた箇所
からの再生のみ）

※�OR�=�Optional�Reading,��AR�=�Active�Reading,��RE�=�Reading�Enrichment

リスニング音声  クラウド配信  版
（●がついたものを収録）

生
徒
用
リ
ス
ニ
ン
グ
音
声
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● �巻頭に「辞書の使い方」を掲載。基本的な文法事項を20項目（19項目＋�
Challenge）で復習できるようにしました。

● �各項目1�ページで「基本例文―練習問題」の構成。
● �問題文を含め，すべての英文に日本語訳をつけてあります。
●確認テスト付き。

● �重要な文構造・文法事項を15�項目に分けて，無理なく学習できるよう
に配慮しました。

● �CEFR-Jインジケーターを掲載。学習する文法レベルが一目でわか
ります。

● �確認テスト付き。

● �『高校英語へのステップ』の上級版。学習事項を基礎から応用までコ
ンパクトにまとめました。

● �文法事項ごとにまとめながら，高校での長文読解に慣れるのを目指
した構成です。

● �CEFR-Jインジケーターを掲載。学習する文法レベルが一目でわかり
ます。

● �確認テスト付き。

■高校英語入門

■高校英語へのステップ

■高校英語へのハイブリッジ

■高校英語入門

■高校英語へのステップ

■高校英語へのハイブリッジ

基礎 標準 応用

基礎 標準 応用

基礎 標準 応用

税込定価：380�円（本体345�円）
B5�判 24ページ
付属品：解答編・確認テスト

税込定価：380�円（本体345�円）
B5�判32ページ
付属品：解答編・確認テスト

税込定価：380�円（本体345�円）
B5�判32ページ
付属品：解答編・確認テスト

入門教材

入
門
教
材
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■音声教材ラインナップ
1 指導用音声 CD に「ハイスピード読み」を追加しています。

2 東書 E ネット上で音声を無料で再生・ダウンロードできます。

3 生徒用音声 CD も用意しています。

● ハイスピード読みとは?
　���海外のニュース番組で読まれる英語と同程度の速さの音声です。（最高
でWPM�240程度。シリーズの平均ではWPM�180程度。生徒用音声
CDの「ショートポーズバージョン」はWPM�130程度。）�「ハイスピード読み」の音声に慣れると，リス
ニングテストの音声が遅く聞こえる効果があり，脳内の英文処理速度の向上も期待できます。

● https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/pilot
　���本教材に必要な音声は，「生徒用音声CD」または「指導用音声CD」に収録されていますが，各音声（評価
問題用音声を除く）は，上記URLでパソコンやスマートフォンでも聞くことができます（ストリーミン
グ）。また，音声コンテンツを無料でダウンロードすることもできます。

■レベルと対応学年の目安
入門

（中３）
基本

（高 1）
標準

（高 2）
応用

（高３） 入試

Level 1（英検3級程度）

Level 2（英検3級～準2級程度）

Level 2.5（英検準2級程度）

Level 3（英検準2級～2級程度）

生徒用音声 CD 指導用音声 CD ストリーミング 音声ダウンロード

シャドーイングの実例 ● ● ●
各 Lesson の Step 1 ～ 3 ● ● ●
各 Lesson のハイスピード読み ● ● ●
各 Lesson の Option ● ● ●
各 Lesson の Further Task ● ● ●
聞き取りのテクニック ● ● ●
評価問題 ●

▼それぞれの収録内容は以下のようになっています。（●がついたものを収録）

　��ご要望により，別途納入させていただきます。

■ Listening Pilot シリーズの商品構成
シリーズ名称
価格／コード

付    属    品
対応レベルの目安

生徒用 指導用

Level 1 新訂版
794 円（本体 722 円）37681

教材本体＋生徒用音声CD
（CDは別納）
解答＆聞き取りスクリプト
ディクテーションシート

評価問題
指導用音声CD
指導用CD-ROM

英検 3級程度

Level 2 新訂版
794 円（本体 722 円）37682

英検 3級～準 2級程度

Level 2.5 改訂版
800 円（本体 727 円）37710

英検準 2級程度

Level 3 新版
800 円（本体 727 円）37711

英検準 2級～ 2級程度

※ Level�1～ 3�の「解答＆聞き取りスクリプト」と「評価問題」はバラ対応が可能です。（営業担当者にお問い合わせください。）

シリーズ監修  金谷 憲（東京学芸大学名誉教授）

Listening Pilot シリーズ

Li
st

en
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g 
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Listening�Pilotシリーズ各巻の巻末にある「提出用マークシート」を，Googleフォーム版�/�Microsoft�Forms版でもご用意しました。
東書Eネットのウェブサイト（https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/pilot）からご利用いただけます。

※GoogleおよびGoogle�フォームはGoogle�LLCの商標です。Microsoftはマイクロソフトグループ企業の商標です。Level 1 新訂版 Lesson 10

■ 確実にリスニング力をつける 3 つのステップ

音声的，または意味的に間
違えやすい錯乱肢を入れて，
演習効果を高めています。

単語の聞き取り

Step 1 

Step�1と同様な錯乱肢を入れ
ています。

フレーズの聞き取り

Step 2 

Level 3は，より実践力をつけるために
Step 1フ レ ー ズ の 聞 き 取 り →Step 2文 章（1）の 聞 き 取 り
→Step 3文章（2）の聞き取りという構成になっています。

リスニング試験の出題形式を意識した問題形式に
なっています。

文章の聞き取り＆シャドーイング

★各巻の提出用マークシートに Google フォーム版 / Microsoft Forms 版 を追加！

Step 3

Step 3の文章を使った4種類のタスクでリスニング
力をさらに強化！

● Last Sentence Dictation
　 �Step�3の文章が流れ，突然止まります。止まっ
た直前の1文を書き取る活動。

● Audio Dictionary
　 �Step�3で聞いたある語（句）の英語による定義文
を聞いて，どの語の定義文かを当てる活動。

● Word Gap
　 �Step�3の文章と1語（句）だけ違う英語を聞いて，
どこが違っていたかを当てる活動。

● Listening Quiz
　 Step�3と関係するリスニングによるクイズ。

オプション活動

Option

Listening Pilot シリーズ紙面構成
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4 Skills Pilot で英語力を Build-up!!
・Listening（聞くこと）  ・Speaking（話すこと）  ・Writing（書くこと）  ・Reading（読むこと）

シリーズ監修 金谷 憲
 （東京学芸大学名誉教授）

定期試験や 5 レッスンごとの確認テストとして使える「テスト用問題」。
（「テスト用問題」の音声は指導用音声 CD に収録）

解答と聞き取りスクリプトに加えて，復習時に役に立つ解説「ここ
を確認！」を載せました。

本書学習用音声（正課 Lesson のみ）を収録した生徒用音声アプリ。
いつでもどこでも使えます。

4 Skills Pilot シリーズの商品構成
シリーズ名称
　価格

商品構成（付属品）
生徒用 指導用

Level 1 
　770 円（本体 700 円）

教材本体
解答＆聞き取りスクリプト
生徒用音声アプリ（ダウンロード提供）

テスト用問題
指導用音声 CD
指導用 CD-ROM（全レベル共通）

Level 2
　770 円（本体 700 円）
Level 3
　770 円（本体 700 円）

●付属品のご案内

「テスト用問題」

「解答＆聞き取りスクリプト」

「生徒用音声アプリ」（ダウンロード提供）

本書指導用音声（正課 Lesson ＋「テスト用問題」）
を収録しています。

「全 Lesson 問題」・「解答＆聞き取りスクリプト」・
「テスト用問題」の文字データを収録しています。
（１枚のディスクに全レベルを収録）

「指導用音声 CD」

「指導用 CD-ROM」

＊「解答＆聞き取りスクリプト」と「テスト用問題」はバラ対応が可能です（営業担当者にお問い合わせください）。

（指導用）

大学入学
共通テストに

むけて

高 1 高 2 高 3

Level 1 

Level 2

Level 3

生徒用音声
アプリ付き

（ダウンロード提供）
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次に裏ページに取り組みます。

STEP 4

4 Skills Pilot: Level 1

 
  まず，次の textを読みましょう。しばらくするとチャイムが鳴ります。チャイムの

後には textの内容に関する日本語の音声が流れます。その音声が textの内容とあって
いる場合は Tに，あっていない場合は Fに〇をつけましょう。

 My grandparents live in the countryside. I can visit them only during summer 

holidays. Last night, they called me and said that they sent a birthday present to me. It 

was nice of them to remember my birthday. When I visit them next time, I’d like to help 

them with a lot of housework.

 

T F

Reading

6

Lesson 1

すべてのSTEPは英語の基礎力をつけるための大切なトレーニングとなっています。
「４技能」はそれぞれバラバラに練習するのではなく，このようにリンクさせながら
練習することで，しっかりとした英語力の土台作りとなります。
４技能対策は，まずはこの『4 Skills Pilot』から始めましょう！

【解答集に掲載の解答は以下の通り】
STEP 2  Speaking

1. My grandparents live in the countryside.
2. I can visit them only during summer holidays.
3. I’d like to help them with housework.

STEP 3  Writing 
It was nice of them to remember my birthday.

STEP 4  Reading 
T

STEP 1 で聞いた英文
を文字を見ながらもう
一度読みます。音声に
よる TF 問題で内容理
解を確認します。

Reading
STEP 4

4 Skills Pilot: Level 1 5

指示があるまでめくってはいけません。

STEP 1

STEP 2

STEP 3

Listening  textを聞いて，概要をつかみましょう。

Speaking
  3つの sentenceを聞いて，各 sentenceの後に流れるチャイムの後で，
その sentenceを繰り返して言いましょう。sentenceは 2回流れます。

1.（復唱しましょう）

2.（復唱しましょう）

3.（復唱しましょう）

Writing  textが流れます。チャイムが鳴って音声が止まった直前の sentenceを書きましょう。

Lesson 1
年　　　　　組　　　　　番

氏名
1 - 2～ 6

まずは表ページに取り組みます。

●本誌の学習の流れ

ま ず は 英 文 を 聞 い て
input し，概要をつか
みます。英文は 5 ～ 6
文の 1 パラグラフです。

Listening

STEP 1 の英文の中の
3 つのセンテンスを聞
いて，少し間を置いて
から口を動かして復唱
します。間を置くこと
で，単なるリピートや
シャドーイングとは異
なり，文法や語彙の知
識を総動員してセンテ
ンスを作り直すことに
なります。
Delayed Sentence 
Repetition

Speaking

STEP 1

STEP 2

▲ Level 1：Lesson 1 (pp.5-6)STEP 1 と同じ英文が流れますが，
途中で音声が止まります。最後に
聞いたセンテンスを書き取ります。
Last Sentence Dictation    

Writing
STEP 3

各 Level は 26 レッスン構成です。



■コーパス 5 大特色

書いて覚えるのに最適な準拠教材『チャンクマスター WORKBOOK』
●『コーパス1800』は全２分冊。●『コーパス3000 ／ 4500』は全３分冊。
●宿題の課題に最適なページはぎ取り式。

５

すべての単語を「チャンク」として覚えられる！
● ｢意味」→｢チャンク」→｢例文」の流れで学習。●チャンクの習得がスピーキング力の向上に直結。２

単語テスト作成には「コーパステストシステム」
●迷わずにテストが作成できる。●60以上の豊富な出題形式。４

「入試重要構文」を明示！
●すべての重要構文に例文が対応。●見出し語の意味だけでなく，重要構文まで理解。３

見出し語句の選定にコーパスをフル活用！
●『コーパス1800』では｢中学・高校�英語教科書コーパス」を使用。
●『コーパス3000／4500』では｢過去10年間大学入試問題コーパス（約350万語）」を使用。
●覚えやすいよう，単語をテーマ別に収録。

１

高校英語教科書の
内容理解度アップ！ 1800

大学入試完全対応！ 3000 難関大学入試完全対応！ 4500

▼商品構成
書名 コード 判型 頁数 税込定価 本体 付属品

フェイバリット英単語・熟語〈テーマ別〉
コーパス 1800 3rd Edition 37775 B6 288 880 円 800 円 赤フィルター

フェイバリット英単語・熟語〈テーマ別〉
コーパス 3000 4th Edition 37778 B6 464 1,000 円 909 円 赤フィルター

フェイバリット英単語・熟語〈テーマ別〉
コーパス 4500 4th Edition 37782 B6 464 1,040 円 945 円 赤フィルター

フェイバリット英単語・熟語〈テーマ別〉
コーパス 1800 3rd Edition 
チャンクマスター WORKBOOK ❶❷

❶ 37776
各 B5

64
各 230 円 各 209 円

❷ 37777 48

フェイバリット英単語・熟語〈テーマ別〉
コーパス 3000 4th Edition 
チャンクマスター WORKBOOK ❶❷❸

❶ 37779
各 B5

64
各 250 円 各 227 円❷ 37780 64

❸ 37781 48
フェイバリット英単語・熟語〈テーマ別〉
コーパス 4500 4th Edition 
チャンクマスター WORKBOOK ❶❷❸

❶ 37783
各 B5

48
各 260 円 各 236 円❷ 37784 48

❸ 37785 64

1. コーパステストシステム
 ● シンプルな操作
 ● 60 以上の豊富な出題形式
 ● ハードディスクへのインストールは不要
 ●  一部の出題形式は Google Form で出題可能

2. 音声データ
3. 補助教材コンテンツ
4. 見出し語リスト

コーパス教師用 DVD-ROM

収録コンテンツ

※ App Store は，Apple Inc. の商標です。
※ Google Play および Google Play ロゴは，Google LLC の商標です。
※  Microsoft および Microsoft Store は，米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の

国における登録商標または商標です。

コーパス自習専用アプリ

収録コンテンツ 1. フラッシュカード（見出し語，チャンク）

2. 意味テスト（見出し語，チャンク）

3. つづりテスト（見出し語，チャンク）

4. オプション（リスニング音声）

コーパスシリーズ

コ
ー
パ
ス
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■使いやすさにこだわった　改訂 5 大ポイント

新しい! 見出し語句や語義を多数追加５

理解が深まる! 1,000点以上のイラスト・写真と豊富なコラム記事２

わかりやすい! 高校生の学習レベルに配慮した用例４

ひと目でわかる! 刷新された発音表記３

読みやすい! 紙面デザインを一新１
ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

笠島準一
阿野幸一　磐崎弘貞　トム・ガリー
定価　3,300円（本体3,000円）
コード　39524
B6変型判／ 2,120ページ　
総収録語句数�約62,000
ISBN978-4-487-39524-8

※ 1　CUDマークはNPO法人カラーユニバーサルデザイン機構により，認証された印刷物，製品等に表示できるマークです。

●掲載箇所がひと目でわかる辞書引き機能を搭載。
●見出し語句の音声を収録。
●引いた単語を単語帳に記録し，フラッシュカードで学習。

無料の
辞書引き

アプリ付き

１
ポイント

2
ポイント 5

ポイント

3
ポイント

4
ポイント

フェイバリット英和辞典 第４版
全ページフルカラー！
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